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は
じ
め
に 

 

新
聞
発
行
者
、
自
由
民
権
運
動
の
活
動
家
、
政
治
小
説
・
史
談
作
家
、
監
獄
教
誨
師
、
東
京
感
化
院
の
創
業
者
、
刀
剣
鑑
定
の
専
門
家
と
い

う
よ
う
に
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
種
々
の
領
域
で
そ
の
才
能
を
発
揮
し
た
高
瀬
真
卿
（
一
八
五
五
―
一
九
二
四
）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一

一
年
に
刊
行
さ
れ
た
長
沼
友
兄
著
『
近
代
日
本
の
感
化
事
業
の
さ
き
が
け

―
高
瀬
真
卿
と
東
京
感
化
院
』
（
淑
徳
選
書
１
、
淑
徳
大
学
長
谷

川
仏
教
文
化
研
究
所
）
に
よ
り
、
そ
の
全
体
像
が
初
め
て
学
問
的
に
論
述
さ
れ
た
と
い
え
る
。
長
沼
氏
は
、
長
年
に
わ
た
る
資
料
探
索
に
よ
り
、

高
瀬
真
卿
の
御
子
孫
宅
に
伝
わ
る
膨
大
な
一
次
資
料
群
の
存
在
を
突
き
と
め
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
同
書
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
資
料
群
は
、
二
〇
一
〇
年
末
に
は
「
高
瀬
真
卿
関
係
資
料
」
と
い
う
名
で
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
寄
贈
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
資
料
点
数
は
、
断
簡
も
数
え
れ
ば
、
一
五
〇
〇
点
（
う
ち
書
簡
が
約
六
〇
〇
点
弱
）
以
上
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
目

録
作
成
は
二
〇
一
一
年
よ
り
開
始
し
た
が
、
寄
贈
も
数
次
に
わ
た
っ
て
追
加
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
体
の
目
録
は
現
時
点
で
は
完
成
に
至
っ

て
い
な
い
。 
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淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
は
、
「
高
瀬
真
卿
関
係
資
料
」
の
う
ち
、
最
も
重
要
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
高
瀬
自
筆
の
日
記
を
翻
刻
し
、

〈
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
叢
書
〉
の
う
ち
に
、
二
〇
一
二
年
よ
り
全
五
冊
の
予
定
で
刊
行
を
始
め
て
い
る

（
１
）

。 

 

長
沼
氏

（
２
）

に
よ
る
と
、
「
高
瀬
真
卿
日
記
」
は
全
二
八
冊
か
ら
成
り
、
時
期
と
し
て
は
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
九
月
か
ら
一
九
二
四
年
（
大

正
一
三
）
一
一
月
に
お
よ
び
、
高
瀬
真
卿
の
年
齢
で
い
え
ば
、
数
え
で
二
八
歳
か
ら
七
〇
歳
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
新
聞
記
者
時
代
か
ら
速
筆
で
鳴
ら
し
た
高
瀬
は
、
家
族
・
親
族
関
係
や
感
化
院
を
始
め
と
す
る
諸
事
業
関
係
の
記
述
を
中
心
と
す
る

こ
の
「
高
瀬
真
卿
日
記
」
と
は
別
の
形
で
も
、
自
身
の
行
動
に
関
す
る
記
録
を
残
し
て
い
た
。
旅
行
に
出
か
け
た
際
に
は
、
「
旅
日
記
」
と
い

う
形
で
記
録

（
３
）

し
、
ま
た
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
か
ら
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
頃
に
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
い
つ
ま
で
草
」
と
い

う
日
記
風
随
想
を
書
い
て
い
る
。 

 

こ
の
「
い
つ
ま
で
草
」
は
、
高
瀬
が
創
刊
し
た
『
刀
剣
と
歴
史
』
の
第
八
五
号
（
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
一
〇
月
）
か
ら
、
死
去
（
一
一

月
一
七
日
）
の
月
に
発
行
さ
れ
た
第
一
六
七
号
（
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
一
一
月
）
ま
で
、
数
号
の
休
載
を
除
い
て
、
約
七
年
間
に
わ
た

り
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
瀬
は
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
二
月
五
日
か
ら
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
九
月
二
九
日
に

記
し
た
「
い
つ
ま
で
草
」
を
、
約
一
〇
年
の
間
隔
を
経
て
、
抄
録
で
は
あ
る
が
公
開
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

今
回
、
こ
こ
に
公
開
す
る
の
は
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
・
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
の
記
述
に
当
た
る
二
ヵ
年
分
、
三
五
回
に
わ
た
り

『
刀
剣
と
歴
史
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
、
次
頁
に
掲
げ
た
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
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No. 記載時期 掲載誌（全て『刀剣と歴史』） 本稿頁

1 明治 36 年 2 月 5日～ 第 85 号，大正 6年 10 月 p.9 

2 明治 36 年 2 月 22 日～ 第 86 号，大正 6年 11 月 p.14 

3 明治 36 年 3 月 12 日～ 第 87 号，大正 6年 12 月 p.19 

4 明治 36 年 3 月 22 日～ 第 88 号，大正 7年 1 月 p.23 

5 明治 36 年 4 月 23 日～ 第 89 号，大正 7年 2 月 p.27 

6 明治 36 年 5 月 13 日～ 第 90 号，大正 7年 3 月 p.32 

7 明治 36 年 7 月 10 日～ 第 91 号，大正 7年 4 月 p.35 

8 明治 36 年 6 月 19 日～ 第 93 号，大正 7年 6 月 p.42 

9 明治 36 年 7 月 6日～ 第 94 号，大正 7年 7 月 p.47 

10 明治 36 年 8 月 13 日～ 第 95 号，大正 7年 8 月 p.51 

11 明治 36 年 8 月 21 日～ 第 96 号，大正 7年 9 月 p.56 

12 明治 36 年 9 月 1日～ 第 97 号，大正 7年 10 月 p.60 

13 明治 36 年 9 月 13 日～ 第 98 号，大正 7年 11 月 p.65 

14 明治 36 年 9 月 20 日～ 第 99 号，大正 7年 12 月 p.69 

15 明治 36 年 9 月 28 日～ 第 100 号，大正 8 年 1 月 p.73 

16 明治 36 年 10 月 18 日～ 第 101 号，大正 8 年 2 月 p.77 

17 明治 36 年 11 月 3 日～ 第 102 号，大正 8 年 3 月 p.82 

18 明治 36 年 11 月 18 日～ 第 103 号，大正 8 年 4 月 p.87 

19 明治 36 年 12 月 28 日～ 第 104 号，大正 8 年 5 月 p.91 

20 明治 37 年 2 月 12 日～ 第 105 号，大正 8 年 6 月 p.96 

21 明治 37 年 3 月 6日～ 第 107 号，大正 8 年 8 月 p.100

22 明治 37 年 3 月 21 日～ 第 108 号，大正 8 年 9 月 p.104

23 明治 37 年 4 月 1日～ 第 109 号，大正 8 年 10 月 p.109

24 明治 37 年 4 月 17 日～ 第 110 号，大正 8 年 11 月 p.114

25 明治 37 年 5 月 1日～ 第 111 号，大正 8 年 12 月 p.119

26 明治 37 年 5 月 15 日～ 第 112 号，大正 9 年 1 月 p.123

27 明治 37 年 5 月 22 日～ 第 113 号，大正 9 年 2 月 p.127

28 明治 37 年 6 月 2日～ 第 114 号，大正 9 年 3 月 p.131

29 明治 37 年 6 月 11 日～ 第 115 号，大正 9 年 4 月 p.134

30 明治 37 年 6 月 28 日～ 第 116 号，大正 9 年 5 月 p.138

31 明治 37 年 10 月 23 日～ 第 117 号，大正 9 年 6 月 p.143

32 明治 37 年 11 月 3 日～ 第 118 号，大正 9 年 7 月 p.147

33 明治 37 年 11 月 11 日～ 第 119 号，大正 9 年 8 月 p.151

34 明治 37 年 11 月 18 日～ 第 120 号，大正 9 年 9 月 p.155

35 明治 37 年 12 月 11 日～ 第 121 号，大正 9 年 10 月 p.159

〈表１〉高瀬真卿『いつまで草』（上）一覧 
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「
い
つ
ま
で
草
」
は
、
刀
剣
鑑
定
の
専
門
家
と
し
て
の
高
瀬
を
知
る
上
で
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
高
瀬
が
交

流
し
た
人
物
の
説
明
や
そ
の
交
流
の
内
容
に
言
及
す
る
記
述
を
多
く
含
む
こ
と
、
な
ら
び
に
活
字
資
料
ゆ
え
の
情
報
量
の
多
さ
を
勘
案
す
る

と
、
今
後
、
高
瀬
真
卿
の
活
動
を
知
る
際
に
は
、
「
高
瀬
真
卿
日
記
」
と
「
い
つ
ま
で
草
」
を
対
照
し
て
読
み
解
く
と
い
う
作
業
が
基
本
と
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
い
つ
ま
で
草
」
は
、
確
か
に
時
期
的
に
限
定
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
別
の
時
期
に
交
流
し
た
人
物
、
た
と
え
ば

東
京
感
化
院
の
職
員
と
し
て
活
躍
し
た
竹
内
樸
卿

（
４
）

、
高
山
樹
堂

（
５
）

、
清
水
橘
村

（
６
）

等
へ
の
言
及
を
含
む
と
い
う
点
で
、
感
化
事
業
史
の
観
点
か
ら
し

て
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

（
７
）

。 

 

ま
た
、
高
瀬
は
、
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
一
二
月
に
東
京
感
化
院
の
院
長
職
を
長
男
の
紹
卿
に
譲
り
、
再
び
出
版
事
業
に
も
乗
り
だ
し
、

会
社
を
二
社
設
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
車
堂

（
６
）

な
ら
び
に
中
外
図
書
局
が
そ
れ
で
あ
り
、
高
瀬
は
そ
こ
か
ら
著
書
も
出
版
し
て
い
る

（
９
）

が
、

本
稿
に
掲
載
し
た
部
分
で
は
、
そ
の
経
営
の
様
子
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る
。 

 

尚
、
「
高
瀬
真
卿
関
係
資
料
」
に
は
、
高
瀬
自
筆
の
原
稿
類
が
多
数
含
ま
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
い
つ
ま
で
草
」
の
原
稿
に
当
た
る
資

料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
同
時
に
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
九
月
三
〇
日
以
降
の
「
い
つ
ま
で
草
」
の
所
在
が
不
詳
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。 

 

註 （
１
）
長
沼
友
兄
編
『
高
瀬
真
卿
日
記 

一
』
〈
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
叢
書
〉
、
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
二
〇
一
二
年
、
『
同 

二
』
二
〇
一
三
年
、

『
同 

三
』
二
〇
一
四
年
、
『
同 

四
』
二
〇
一
五
年
。 

（
２
）
長
沼
友
兄
「
〈
解
説
〉
高
瀬
真
卿
日
記
に
つ
い
て
」
『
高
瀬
真
卿
日
記 

一
』
、
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
二
〇
一
二
年
、
vii
～
xxvii
頁
。 

（
10
） 
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（
３
）
活
字
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
「
九
州
行
記
」
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
九
二
号
、
一
九
一
八
年
五
月
所
収
、
「
東
北
の
旅
」
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
一
〇
八 

 

号
、
一
九
一
九
年
九
月
所
収
が
あ
る
。 

（
４
）
本
稿
、
一
一
〇
頁
、
一
〇
七
頁
、
一
五
二
頁
参
照
。 

（
５
）
本
稿
、
一
〇
四
頁
参
照
。 

（
６
）
本
稿
、
二
八
頁
、
四
八
頁
、
一
六
〇
頁
参
照
。 

（
７
）
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
二
月
一
六
日
に
起
き
た
東
京
感
化
院
の
火
災
に
関
す
る
記
載
も
あ
る
。
本
稿
、
九
七
～
九
八
頁
参
照
。 

（
８
）
本
稿
、
三
二
頁
、
三
三
頁
、
八
八
頁
、
八
九
頁
、
一
一
五
頁
等
参
照
。 

（
９
）
高
瀬
真
卿
『
修
身
一
夕
話 
全
』
五
車
堂
書
房
、
一
九
〇
三
年
。
高
瀬
真
卿
『
感
化
読
本 

全
』
五
車
堂
書
房
、
一
九
〇
三
年
。
高
瀬
真
卿
述
『
道
歌
講 

 

談
』
五
車
堂
株
式
会
社
、
一
九
〇
四
年
。
羽
皐
高
瀬
真
卿
『
（
故
老
実
歴
）
水
戸
史
談

―
附
・
き
の
ふ
の
夢
』
株
式
会
社
中
外
図
書
局
、
一
九
〇
五
年
。 

（
10
）
「
い
つ
ま
で
草
」
の
冒
頭
に
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
頃
ま
で
記
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
末
尾
の
正
確
な
日
付
は
不
詳
で
あ
る
（
『
刀

剣
と
歴
史
』
第
八
五
号
、
本
稿
、
九
頁
参
照
）
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
当
研
究
所
専
任
研
究
員
） 
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凡 
 

例 

 

一
、
底
本
に
は
、
当
研
究
所
所
蔵
本
を
用
い
た
。
底
本
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
上
で
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
上
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、

版
下
を
作
成
し
た
た
め
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
画
像
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
不
備
は
、
筆
者
が
全
て
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
尚
、
当
研
究
所
が
所

蔵
す
る
『
刀
剣
と
歴
史
』
（
創
刊
号
か
ら
三
五
〇
冊
余
り
）
は
、
お
そ
ら
く
一
人
の
所
有
者
の
保
管
に
成
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
ほ
ど
保
存

状
態
が
良
好
で
あ
り
、
そ
の
点
で
作
業
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
し
て
お
く
。 

 

一
、
底
本
の
ル
ビ
は
、
著
者
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
印
刷
所
の
組
版
職
人
が
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
誤
り
も
散
見
さ
れ
る
が
、
当
否
の
判

断
が
不
可
能
な
箇
所
も
多
い
の
で
、
原
本
通
り
と
し
た
。 

 

一
、
底
本
に
は
今
日
の
人
権
上
の
観
点
か
ら
す
る
と
不
適
切
と
考
え
ら
れ
る
表
現
も
あ
る
が
、
資
料
の
歴
史
的
価
値
に
鑑
み
、
原
本
通
り
と
し

た
。 
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『刀剣と歴史』 

〈淑徳大学長谷川仏教文化研究所所蔵〉 



はじめに 

― 8 ― 

           

       高 瀬 真 卿 

       （1855-1924） 

 

  〈淑徳大学アーカイブズ所蔵，撮影年不詳〉 

 


